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巡回展「ノーベル賞を受賞した日本の科学者」 実施報告書 

 

記入日：平成 ２９年 １月 ２６ 日 

 

館名・団体名  出水市ツル博物館クレインパーク 

 

１．開催概要 

開催期間 

平成 ２８年 １２月 １７日（土） ～ 平成 ２９年 １月 ２２日（日） 

開催日数：  ３７日 

展示会場広さ （展示会場平面図があれば、別途添付してください） 

約   １５０ ㎡ 

開催の様子 （写真） ※頁数が増えてもかまいません 

 出水市は冬、ツルを見に来る方が多く、博物館も年末年始は県外からの来館者が多かった。

開催期間中の総入館者数は１８８６人であった。 

平日、熱心にメモをとりながら観覧していた一般の方もいらっしゃったが、全体的に内容が子

供には少し難しかったかもしれない。アンケートでは勉強になったという感想が一番多かった。

小学生の感想には、 

・日本人はたくさんのノーベル賞をとっていたのだなあと思った。勉強になった。 

・ふりがながうってあったから、よみやすかった。 

・ノーベル賞をとった日本人は全員男なのですね。初めて知りました。 

・かがくのすばらしさをかんばります。かがくしゃになりたいです。 

などがあった。又、一般の方から、科学や医学の素晴らしさを孫にも教えたいという感想もあっ

た。 

 ノーベル賞は知っていても、誰が何の研究で賞をとったかは知らない人が多い。特に子供た

ちに、日本人の科学者たちとその功績を知ってもらう機会を作ることができ、有意義だったと思

う。 
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２．開催にあたって 

開催までのながれ （設営・撤去における対応スタッフ数） 

  平成２８年１２月１４日 展示物搬入 

平成２８年１２月１５日 ～ 平成２８年１２月１６日 設営（ ２人） 

平成２８年１２月１７日 ～ 平成２９年１月２２日 開催 

平成２９年１月２５ 日 ～ 平成２９年１月２５日 撤去（ ４人） 

平成２９年１月２６ 日   展示物搬出 

内容および運営上の工夫があればご記入ください 

受賞者の紹介だけだと、全体的にさみしい感じがしたので、受賞内容のパネルも展示した

が、今度は場所が足りなくなった。結局パネルをジグザグに設置することで、２枚とも展示が出

来た。 

年配の方が、ずっと立って見ていると疲れるということだったので、開催２日目から椅子を設

置した。椅子で休みながらゆっくりと時間をかけて、観覧しているお客様の姿が見られた。 

 

 

 

展示物に対する来場者の反応はどうでしたか 

 よい勉強になった、すばらしかったという感想が多かった。 

 

 

 

 

 

３．広報について 

広報方法（チラシ等のデータがあれば、別途添付してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




